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第 4 回多言語競演レシテーション大会出場者 

 

◇レシテーション大会担当者から 

受賞を果たした者もそうでなかった者も、この大会にかけてきた思いが伝わる非常に素晴ら

しいパフォーマンスでした。外国語学習に対する情熱を持ち続け、さらなるステップアップをは

かってもらいたいと思います。大会の運営に関し、第 2 部において遅刻者がいたことで、他の

出場者や聴衆の皆さんにはご迷惑をおかけしました。教育的配慮から遅刻者の発表順を最後

にし、遅刻者以降の出場者の発表順を１つずつ繰り上げました。これについて、公平さを欠く

と感じた者もいたようです。出場者の遅刻という事態は今大会が初めてであり、出場者が遅刻

した場合への対処については今後の課題となりますが、教育的配慮と公平性のバランスをは

かりながら、今後も出場者の練習の成果が存分に発揮できるような大会運営を心がけていきた

いと思います。最後に、このたびのレシテーション大会開催にご尽力下さいましたすべての皆

様に感謝申し上げます。 
 

多言語競演レシテーション大会実施について 

【出場者】 

・暗唱する者は、その言語を今年度本学で授業 (全学共通・外国語科目及び外国語学

部専門科目) を受講し学習している学生であることとする。 

・当該言語の学習年数により第 1 部と第 2 部にわけ、各部で出場者を募る。第 1 部は学

習 1 年目（当該言語圏に 3 ヶ月以上滞在したことがないこと）の履修者を、第 2 部は学習

2 年目以上（英語と日本語は第 2 部のみの募集とする）の履修者を対象とする。 

・第 1 部と第 2 部、それぞれ一言語 1 件を担当教員が選抜する（ただし英語は、3～4

件）。規定時間内で 2 名以上が一つの作品を演じる場合、1 件として参加できる。 

【発表】 

・1 件につき暗唱時間 3 分（移動・準備・片付け含め 5 分）とする。その間、関連する写真

等を投影する。また、聴衆には暗唱内容の和訳と背景等を書いた印刷物を配布する。 

【審査】 

・暗唱度、表現力、映像・印刷物の準備度、仲間力等を総合的に評価し、審査する。 

 ※出場者募集用ポスターの内容を簡略化している。 

活動報告 英語教育部門 

英語教育と英語学習支援 
 

英米学科 宮浦 国江 
 
1. はじめに 
 平成 23 年度は、本学にとっては認証評価の受審と第二期中期目標中期計画策定開始の

年であり、これまでの教育実践を振り返り、問題点をさぐり、今後の課題を考える年となった。

英語教育及び英語学習支援についてはどうであろうか。教育課程内外の英語教育/学習支援

について実施状況と課題を以下に述べる。 
 
2. 英語統一テスト 
 新入生のCASECによる英語統一テストは、昨年度に引き続き、学年暦に組み込まれ、実施

体制についても、外国語科目小委員会が責任を持ち、学務課がフルサポートする形で実施さ

れた。 
 新入生プレイスメント・テストは、昨年度同様、他の行事とは切り離しオリエンテーション期間

の一日をあてて 4 月 7 日に実施された。実施場所・時間も昨年度と同一である。 

学部 
学科等 英語プレイスメントテスト(4 月 7 日(木)) 

実施場所・時間 

外国語 
 

英米学科 C217・C218 9:50〜11:00 
ヨーロッパ学科(フランス語圏専攻) C217 11:10〜12:30 
ヨーロッパ学科(スペイン語圏専攻) C218 11:10〜12:30 
ヨーロッパ学科(ドイツ語圏専攻) C217 13:30〜14:50 
中国学科 C218 13:30〜14:50 
国際関係学科 H204 13:30〜14:50 

日文 
国語国文学科 C217 14:50〜16:10 
歴史文化学科 C218 14:50〜16:10 

教福 
教育発達学科 H205 13:30〜14:50 
社会福祉学科 H204・H205 14:50〜16:10 

看護 看護学科 H204・H205 9:50〜11:00 
情報 情報学科 H204・H205 11:10〜12:30 
 新 2 年生の「英語 II」クラス分けについては、平成 22 年度 1 月に実施した CASEC テスト

の結果に基づき、英米学科選出の外国語科目小委員会委員が、春休み中にリストを作成し

た。 
 今年度から 7 月期テストはなくなり、新入生 4 月、1 年生 1 月、2 年生 1 月の CASEC 統一

テスト実施となった。 
 後期終了時の英語統一テストは、同様の手順で、2012 年 1 月 11 日、18 日に実施された。

これもすでに学年暦に記載済みである。1 年生の結果は、来年度「英語 II」のクラス分け資料
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となる。 
実施日時、場所、クラス割りは以下の通りである。 

1 月11日(水) 
 H204 H205 C217 C218 
13:00
〜

14:00 

「英語IB」 
(日・教・看・情)金1限 
[中山] 

「英語IB」 
(日・教・看・情)金1限 
[古田] 

英米学科1年 英米学科1年 

14:00
〜

15:00 

「英語IB」 
(日・教・看・情)金1限 
[オムラティグ] 

「英語IB」 
(日・教・看・情)金1限 
[外池] 

「英語IIB」 
(日・教・情)火1限 
[片岡] 

「英語IIB」 
(日・教・情)火1限 
[古田]、[土居] 

15:00
〜

16:00 

「英語IB」 
(日・教・看・情)金1限 
[玉崎] 

「英語IB」 
(日・教・看・情)金1限 
[蟹江] 

「英語IIB」 
(日・教・情)火1限 
[水野]、[森藤] 

「英語IIB」 
(日・教・情)火1限 
[小林]、[島] 

16:00
〜

17:00 

英語IB」 
(日・教・看・情)金1限 
[松本] 

「英語IB」 
(日・教・看・情)金1限 
[宮崎] 

「英語IIB」 
(日・教・情)火1限 
[戸谷]、[菅沼] 

「英語IB」 
(日・教・看・情)金1限 
[田村] 

17:00
〜

18:00 

予備日 予備日 「英語IB」 
(日・教・看・情)金1限 
[伊里] 

「英語IB」 
(日・教・看・情)金1限 
[野沢] 

 
1 月18日(水) 

13:00
〜

14:00 

国際関係学科1年 国際関係学科2年 英米学科2年 英米学科2年 

14:00
〜

15:00 

「英語IB」 
(外)木2限 
[松野] 

「英語IB」 
(外)木2限 
[平野 

「英語IB」 
(外)木2限 
[本田] 

「英語IIB」 
(外)月2限限 
[大竹] 

15:00
〜

16:00 

「英語IB」 
(外)木2限 
[オムラティグ] 

「英語IB」 
(外)木2限 
[野々 山] 

「英語IIB」 
(外)月2限限 
[杉浦] 

「英語IIB」 
(外)月2限限 
[オムラティグ] 

16:00
〜

17:00 

「英語IB」 
(外)木2限 
[大門] 

「英語IB」 
(外)木2限 
[吉本] 

「英語IIB」 
(外)月2限限 
[武藤] 

「英語IIB」 
(外)月2限 
[田村] 

17:00
〜

18:00 

予備日 予備日 「英語IIB」 
(外)月2限 
[バーカー] 

「英語IIB」 
(外)月2限 
[平野] 

 全学英語教育では、クラスサイズを少しでも小さくして教育効果を高めるために、外国語学

部対象「英語 IA」「英語 IB」，「英語 IIA」「英語 IIB」をそれぞれ 1 クラス増設した。 
 昨年度に引き続き、英語統一テストの結果を学内に公表した。 
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開示内容:全学/学部/学科(ヨーロッパ学科は専攻)別に、最高点、平均点、分布グラフ 
開示方法: ・紙媒体で、学生向けに掲示、該当科目担当者(非常勤講師)に通知。 
・試験結果データについては、手続きに則って複数の学部学科から申請があり、開示され利

用目的は、ゼミ学生の英語力把握、留学に関する選考等であった。 
 本稿末尾に資料として、開示した昨年度 1 月期、本年度 4 月期の統一テストの結果を載せ

る。 
 今後、英語統一テスト結果を分析し、1 つの指標として新カリキュラムの教育方法、教育成果

等の検証をしながら、改善へとつなげていく必要があろう。 
 教育測定研究所、学務課とのミーティングの中で、本学学生が随時 CASEC のウェブ受験

が可能であることが確認できた。改めて強力に学生に CASEC の定期的受験を勧めていきた

い。方策として、英語担当者の集いで学生への周知をお願いするのはもちろんであるが、少し

別の角度からもアプローチすることにした。「英語の勉強をしよう」というストレートな勧め方では

なく、就職活動に高度な英語力が武器になること、また留学をしたい学生にとって英語力アッ

プは重要な課題であることから、キャリア支援室と国際交流室を通じても学生に訴えて行くこと

とし、早速、CASEC 受験案内と、アサヒビール、楽天など国内有名企業の CASEC 導入例の

パンフレット等をキャリア支援室、国際交流室に置くことにした。少しずつ、CASEC で定期的

に測定しながら英語力をアップできることのメリットを学生に浸透させたい。 
 
3. ENGLISH SPACE---多読と英語お楽しみ/お助け部屋 
 「英語をすらすら読もう」英語多読の活動も 4 年目となった。今年度の「英語をすらすら読も

う」は､夜間主コースの学生も減ってきたことから、毎週水曜日 12 時 30 分から 15 時 30 分の

開催とした。水曜日は行事との重なりも多いためか、今年度の来室者は一昨年並の小規模な

ものであった。来年度への課題となった。利用者数は、前期 54名、後期 65名、計 119名であ

った。 
・今年度も英米学科の学生が SA を務めてくれた。前期は昨年からの継続メンバーが、後期は

1年生 3人が加わり、交替で務めてくれた。SAが自覚的に、下級生にノウハウの伝授も行って

くれた。今年は初めてグループ研究室 B での開室となり、細長い部屋に合わせてレイアウトの

工夫も自主的にしてくれた。今年度は宮浦がほとんど立ち会えない状況であったが、SA だけ

で、準備、運営、片付けまでこなしてくれた。今年は、CD 利用を呼びかけること、英語での会

話を増やすことを心がけ、「英語お楽しみ/お助け部屋」としての特色も打ち出した。CD を聞き

ながらそのスピードでテキストを読むという学習法に取りくむ学生も現れ、少人数ではあるがリ

ピーターができ、学生同士の英会話の実践もできた。また、SA から、来年度に向けて英語の

アクティビティをいくつか提案してくれた。楽しみながら英語力向上の場になるようさらに工夫を

していきたい。 
 昨年度からの課題であったWeb上での読書記録について、スペイン語多読活動を行ってい

る江澤先生が申請代表者となって「Moodle を用いた外国語教育実施のためのパイロットスタ

ディ－多読活動促進の試みを手がかりとした外国語の自律学習支援－」を教育研究活性化

推進費に申請した。結果は不採択であったが、共同で新たな展開への挑戦であり、希望を持

つことができた。これからも学生の自律的学習支援につながる活動を行っていきたい。 
 本年度の活動日は、前期と後期の案内チラシのとおりである。 
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 作成したチラシは、学務課の協力で学内にポスター掲示したり、英米学科及び国際関係学

科専任教員、英語科目担当者に配布され、学生への周知に役立った。また、図書館からは常

に温かく見守り、またいろいろと便宜を図っていただいた。感謝します。 

  
 

 
4. 英語連続セミナー第 5 シリーズ 
 今年度も後期に、一般教育科目「特別講義 A」として「グローバルな視野とコミュニケーション

のための英語連続セミナーV」を開講した。5 年目となる今年は、以下のプログラムで実施し

た。 
 月日 講師 参考 

1 10/6 コーディネータ イントロダクション 

2 10/13 
Robert Juppe (茨城学院大学 教

授) 
The American Joke: 
Understanding Western Humor 

3 10/20 
伊藤肇 (トヨタ自動車調達プロジェ

クト管理部部長) The Key to the World 

4 10/27 Shakthi N.Shetty (トヨタ自動車) 
Importance of English: 
Perspective of a Non-native 
Speaker 
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5 11/10 
SONG Wei (名古屋大学大学院

生) 
How is China Similar to and 
Different from Japan? 

6 11/17 
横田 幸雄 (愛知県立大学情報科

学部教授) 
Sea Urchin in Japan: History and 
Fishery 

7 11/24 
Nicholas Bufton (共栄大学国際

経営学部教授) 
Zen and the Art of Building Your 
Own House in Japan 

8 12/1 
Kevin Steinbach (愛知県庁国際

課) 
The JET Programme and 
Internationalization 

9 12/8 
Laurence Dryden (南山短期大学

講師) Frank Lloyd Wright and Japan 

10 12/15 
Stephen Wheeler (アメリカンセン

ター館長) 
Run-Up to the 2012 U.S. 
Presidential Election 

11 12/22 
佐々木 雄太  (愛知県立大学学

長) 
My Language Experience in 
Britain:Troubles and Findings 

12 1/5 
手島 良 (武蔵高等学校・中学校

教諭) 
A Way to Improve Your 
Pronunciation of English 

13 1/12 
Michael Kushel (アメリカ・カナ

ダ大学連合日本研究センター在

学) 

Rural Kabuki and Mutual 
Understanding: Lessons Learned 
from a Fulbright Year in Japan 

14 1/19 
安原 雅之 (愛知県立芸術大学音

楽学部准教授) Moscow Diary 

15 1/26 コーディネータ ディスカッション 

 
・今年度一番の特徴は、コーディネータを本学情報科学部横田幸雄教授に務めて頂いたこと

であろう。念願の長久手キャンパス教員の登場である。しかも外国語学部ではなく、生物学を

専門とする先生である。海外研究者との共同研究、英語学会雑誌編集者などの経験をもつ横

田先生からの英語学習の勧めは、ひと味違う説得力をもっていた。学生の質問もスムーズで、

英文エッセイの質も高い。 
・講師陣は学長、SONG Wei さん、Nicholas Bufton 氏、Laurence Dryden 氏、Stephen 
Wheeler 氏には再度ご登場頂いた。2 年前からさらに深まったトークをして頂いた。その他の

講師は新たに依頼した。さまざまな分野からの興味深い講演であった。 
・来年度は、コーディネータに英米学科客員教員Brett Cumming先生に担当して頂けること
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になった。 
 
5. 多言語競演レシテーション大会 
 第 4 回となり、外国語学部の行事としてすっかり定着し、広報も一層丁寧に行われた。オー

プンキャンパスでは、昨年度の優秀賞受賞者がレシテーションを行い、観客に大きな感動を与

え、外国語学部の強力なアピールとなった。また、オープンキャンパス参加者への配付資料に、

今年度の多言語競演レシテーション大会の案内を入れたり、近隣高校にも配布した。 
 
6. おわりに 
 学士力の育成、キャリア支援の充実が求められるようになり、学生の自律的学習をいかに促

していくかが重要な課題となっている。多読活動、CASEC 定期受験による英語力アップなど、

一層力をいれて取り組んでいきたい。相変わらずの希望であるが、常設の ENGLISH 
SPACE を学内に確保して、安定した学習支援を提供できる環境を整えたい。 
 CASEC 統一テストのデータ分析と英語教育効果の検証も進めて行かなくてはならない。ま

た、来年度完成年度を迎え、その後のカリキュラム見直しも始まるであろう。全学英語教育に

ついても体制、教育内容、指導法、到達目標の設定など、再検討しなくてはならない。英語教

育に責任を負う教員が協力して進めていきたい。 
 
 
資料 1: 平成 22 年度 1 月 １年生英語統一テスト 結果 
資料 2: 平成 22 年度 1 月 2 年生英語統一テスト 結果 
資料 3: 平成 23 年度 4 月 １年生英語統一テスト 結果 
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